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事故前

フェーズ

免震重要棟内
緊急時対策所2階

免震重要棟内
緊急時対策所1階
（待避室）

所外

（30）

フェーズⅣフェーズⅢフェーズⅡフェーズⅠ

本部要員（84）

現場要員（57）

本部要員（54）
本部要員（84）

保安検査官（2）

炉心露出，損傷

現場要員（90）

現場要員（90）

本部要員（30）

現場要員（33）

以降も適宜，交替要員が

所外から参集する

▽事故発生
0

1.1対策要員の動き（免震重要棟内緊急時対策所，PCV破損時）

保安検査官（2）

プルーム放出 状況把握，戦略確認 収束活動

▽事故発生から24時間（プルーム放出開始）
▽事故発生から34時間（プルーム放出完了）

▽事故発生から44時間

現場要員

本部要員
とどまることが可能な遮蔽・換気設備とスペースを確保

必要に応じて適宜交替
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1.2換気設備概要図（免震重要棟内緊急時対策所，PCV破損時）

ﾌｪｰｽﾞⅠ：0～24h（PCV破損時プルーム通過前） ﾌｪｰｽﾞⅡ： 24～34h（PCV破損時プルーム通過中）

ﾌｪｰｽﾞⅢ： 34～44h（PCV破損時プルーム通過直後） ﾌｪｰｽﾞⅣ：44h～（PCV破損時プルーム通過後）
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事故前

フェーズ

5号炉原子炉建屋内
緊急時対策所

（対策本部）

5号炉原子炉建屋内
緊急時対策所

（待機場所）

5号炉中央制御室

移動式待機場所

（自主対策）

所外

フェーズⅣフェーズⅢフェーズⅡフェーズⅠ

▽事故発生から24時間 （プルーム放出開始）

▽事故発生から34時間（プルーム放出完了）
▽事故発生から44時間（通路パージ完了）

本部要員（84）

現場要員（17）

5号炉運転員(8)

本部要員（54）
本部要員（84）

保安検査官（2）

炉心露出，損傷 プルーム放出

現場要員（90）現場要員（90）
現場要員（40）

本部要員（30）

現場要員（33）

以降も適宜，交替要員が

所外から参集する

（30）

（50）

▽事故発生
0h

2.1対策要員の動き（5号炉原子炉建屋内緊急時対策所，PCV破損時）

5号炉運転員（8）

現場要員本部要員 とどまることが可能な遮蔽・換気設備とスペースを確保

状況把握，戦略確認 収束活動

（40） ※放射線影響の小さい場所を選定して可能であれば利用する

24h 34h 44h

必要に応じて

適宜交替
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5号炉運転員（8）



2.2換気設備概要図（5号炉原子炉建屋内緊急時対策所，PCV破損時）

ﾌｪｰｽﾞⅠ：0～24h（PCV破損時プルーム通過前）
階段室

通路対策本部（86）

待機場所（98）

600m3/h

ﾌｪｰｽﾞⅡ： 24～34h（PCV破損時プルーム通過中）

階段室 通路

空気ボンベより

64m3/h

ﾌｪｰｽﾞⅢ： 34～44h（PCV破損時プルーム通過直後）

空気ボンベより

階段室

通路

屋外より

600m3/h

屋外へ 600m3/h

ﾌｪｰｽﾞⅣ：44h～（PCV破損時プルーム通過後）
階段室

通路

600m3/h
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外気
（クリーン）

64m3/h

600m3/h600m3/h
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1200m3/h1000m3/h

986m3/h
986m3/h

600m3/h

600m3/h
600m3/h

対策本部（86）

対策本部（86） 対策本部（86）

600m3/h

待機場所（98）
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外気
（クリーン）

1200m3/h

600m3/h

600m3/h
600m3/h

：二酸化炭素
吸収装置

：可搬型陽圧化
空調機

：可搬型外気取入
送風機

：空気の流れ

：遮蔽厚さ確保した範囲

（ ） ：最大収容人数

待機場所（98）

待機場所（98） 4



事故前

フェーズ

3号炉原子炉建屋内
緊急時対策所
（待避室※1）
※1 対策本部

3号炉原子炉建屋内
緊急時対策所

（プロセス計算機室※2）
※2 待機場所

3号炉中央制御室

所外 現場要員（90）

フェーズⅣフェーズⅢフェーズⅡフェーズⅠ

本部要員（84）

現場要員（57）

3号炉運転員（8）

本部要員（54）
本部要員（84）

保安検査官（2）

炉心露出，損傷

現場要員（90）現場要員（90）

本部要員（30）

現場要員（33）

以降も適宜，交替要員が

所外から参集する

▽事故発生
0

【参考】対策要員の動き（3号炉原子炉建屋内緊急時対策所，PCV破損時）

3号炉運転員（8） 3号炉運転員（8）

プルーム放出 状況把握，戦略確認 収束活動

▽事故発生から24時間（プルーム放出開始）
▽事故発生から34時間（プルーム放出完了）

▽事故発生から44時間

5：とどまることが可能な換気設備とスペースのみを確保

必要に応じて
適宜交替

現場要員

本部要員
とどまることが可能な遮蔽・換気設備とスペースを確保

3号炉運転員（8）



【参考】換気設備概要図（3号炉原子炉建屋内緊急時対策所，PCV破損時）

ﾌｪｰｽﾞⅠ：0～24h（PCV破損時プルーム通過前） ﾌｪｰｽﾞⅡ： 24～34h（PCV破損時プルーム通過中）

ﾌｪｰｽﾞⅢ： 34～44h（PCV破損時プルーム通過直後） ﾌｪｰｽﾞⅣ：44h～（PCV破損時プルーム通過後）
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